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はじめに
本稿は，近世～近現代（江戸時代後半・大正期・現代）
を主な対象として，日本列島社会の人口とその推移を主
題として開発した単元とその実践報告である。
単元開発・実践にあたっては，歴史人口学等の学術的
成果を踏まえつつ，くずし字で書かれた古文書を含め各
時代の歴史資料の読み解きを行うことで，生徒の思考を
促すことを一つの指針とした。こうした方法を通して，
時代ごとの社会の特徴（時代性）やその歴史的変化を，
現在（将来）直面している少子化・人口減少という社会
的問題や，各自のライフプランと関連づけて考察させよ
うと考えたのである。
他方で，本単元は，中学校社会科の単元として開発し
たものだが，高校地歴科の新必修科目として議論されて
いる「歴史総合」における実践をも意識して構成された
ものである。すなわち，同科目は，「世界史」と「日本
史」を結びつけて近現代史を中心に学ぶことが想定され
るものだが，教育現場における時間的制約の中で，歴史
への関心・理解を深めるための方法として，改めて注目
されるのが主題学習であると考える。その場合，多様な
主題が想定されるのは言うまでもないが，近年のグロー
バル・ヒストリーをめぐる研究動向の中でも議論の重要
な要素とされる人口の問題は，その一つであるといえよ
う。本単元開発・実践で，近現代世界の諸要素が世界的
に現れ始めると見なされる16～18世紀以降（～現代）を
対象として，人口の問題に着目した所以である。
以下，単元開発の構想，授業実践の実際の順に取り組
みの成果と課題について報告しよう。
1 ．開発単元の構想
⑴　単元名
人口から見る日本の歴史
⑵　単元設定の背景とねらい
少子高齢化は，現代日本社会を特徴づける事象の一つ
である。医療の発達などを要因として老年人口が増加す
る一方で，少子化の傾向が続き，すでに日本の人口は減
少局面に入っている。2015（平成27）年国勢調査による
10月 1 日現在の日本の人口は 1 億2,709万4,745人で，前
回調査の2010（平成22）年と比べると，人口は96万2,607
人減少した。1920（大正 9 ）年からほぼ 5 年ごとに調査
が行われてきたが，調査開始以降，今回が初めての減少
となったのである（総務省統計局2016）。今後も，歴史
上類を見ない減少率を伴って人口減少が続くと予想され
ており，社会のあり方も変化を余儀なくされつつある。
これからの社会を生きていく中学生にとって，少子高齢
化や人口減少は，単に社会事象として理解すればすむ問
題ではなく，「人口減少社会」とどのように向き合って
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いくかということが切実な課題として立ち現れていると
言えるのである。
以上から，本単元では，列島社会の歴史上，人口動態
という点で特徴的な時代に焦点を合わせて，各時代の社
会の特色やその歴史的変化を考えさせることを基軸的な
内容として設定した。これは，（既述のように）歴史的
0 0 0
な視点から
0 0 0 0 0
，少子高齢社会・人口減少社会との向き合い
方について（各自のライフプランと関連づけつつ）考え
られる生徒の育成をねらいとするものである。
⑶　日本列島社会の人口の歴史的推移
図 1 は，16世紀以降の列島社会の長期的な人口推移を
示したものである。2011（平成23）年以降は，推定値を
示したものとなっている。これを見て分かる通り，近世
前半に人口が急増し，18世紀以降は一度横ばいとなる。
そして近代以降，人口は再び急増したが，20世紀の後半
に増加率が緩やかになり，21世紀に入ってほぼ横ばいか
ら減少に転じつつある。
このうち，近世前半の人口増加は約100年の間に約 3
倍と，増加率で見れば20世紀と同程度の急激な増加であ
る。その背景には，新田開発による耕地面積の急拡大や
食糧の増産，小農自立による新たな世帯の増加などがあ
る。しかし18世紀に入ると，農地開発の限界や，気候
の寒冷化により飢饉が頻発したことなどにより全国人口
は横ばいとなり，特に東北から関東にかけては人口が減
少した地域もあった。諸産業の発達と貨幣経済の進展に
よって貧富の差が拡大していたこともあって，苦しい生
活の中で子どもを産み育てなければならない人たちも少
なからず存在し，中にはマビキという形で口減らしをす
る家もあった。その一方で，地域社会の取り組みとして
マビキを戒める動きや，生活水準を維持するためにもう
ける子どもの数を計画的に減らす様子などが，当時の史
料からうかがえる。また，年貢増収のために人口維持を
目指し，赤子養育手当を支給していた藩もあった。近世
の日本では，社会の変化に対応すべく，藩が「少子化対
策」をとっていた，あるいは，子どもを大切に育てよう
と地域社会や家族が努力していた，と見ることもできる
のである。
明治維新を経て，列島社会は再び人口増加の時期を迎
えた。近世末期から第二次世界大戦の終結までの約100
年の間に，人口は4,000万人近く増加した。背景としては，
工業化を迎えて生活水準が向上したこと，医療の発達や
栄養の改善により平均寿命が伸びたことなどが考えられ
る。一方で死亡率も上昇を続けており，結核やスペイン
風邪の流行などがその一因とされている。また，都市に
過剰に人口が集中したこと，工業化が進んだこと，国際
的な人の行き来が増えたことなどに伴い，死亡率が伸び
ていったと考えられる。そのため1920（大正 9 ）年頃ま
では，出生率も死亡率も高い「多産多死」の時代だった。
これに対して，人口増加は続くものの，出生率・死亡
率とも徐々に低下し始め，その傾向が続いていくのが
1920年頃以降の時期である。出生率低下の要因として本
実践では，乳児死亡率が低下し多くの子どもを産む必要
性が下がったことに加え，社会に出て働く女性が増えた
ことをも仮説的に想定してみた。以上，列島社会ではこ
の期に，「多産多死」から「少産少死」への人口転換が
始まったのである。
戦後間もなく，列島社会は第 1 次ベビーブームを迎え
る。1947（昭和22）年から1949（昭和24）年までの 3 年
間は，出生数がいずれも260万人を超えた（厚生労働省
政策統括官2017）。この期間に生まれた世代が親となっ
た1971（昭和46）年から1974（昭和49）年が，第 2 次ベ
ビーブームである。ところがこれ以後，周知のように出
生率は下降を続けることになる。1989（平成元）年の合
計特殊出生率は1. 57となり，「ひのえうま」だった1966
（昭和41）年の1. 58を下回ったため，「1. 57ショック」と
も呼ばれた。こうした現代の少子化傾向の要因としては，
生涯未婚率の上昇，晩婚化，経済的な不安などが考えら
れる。少子化解消の傾向は見られず，今後は人口減少が
続くと予測されているのが現状である。
⑷　単元の目標
・日本の人口の歴史的推移に関心を持ち，意欲的に各時
代の人々の考え方を捉えようとしたり，自分の生き方
について考えたりする。
・人口に関するグラフや各時代の人々の生活を表す史資
料から，人口動態や各時代の社会の特色を読み取る。
・歴史的な背景や史資料から読み取ったことなどをもと
に，各時代の人々が子どもを産み育てることとどのよ
うに向き合ってきたのかを考え，適切に表現する。
・人口の長期的な推移の概略や，その要因を理解する。
⑸　指導計画
①第 1時「江戸時代の子育て」
おもな学習活動
?
?
?
○現代の子ども手当や江戸時代の赤子養育仕法（手
当）の存在を知る
○江戸時代の人口推移とその時代背景を理解する
○江戸時代のどの時期に手当が出されたのか，時代
背景をもとに予想する
【学習課題：百姓は子どもに対してどのように向き
合っていたのだろうか】図 1　日本の長期的な人口推移
 （厚生労働省2015）　
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?
?
?
○狭山市柏原白鬚神社の絵馬に描かれた絵を読み取
り，絵がどのようなことを意味するか考える
○群馬県船津家の古文書から子どもの養育等にかけ
た費用を読み取り，当時の小農の子育ての姿勢を
推察する
○絵馬に書かれた言葉の説明を聞き，絵がマビキを
戒めるという意図で描かれたことを理解する
???
○学習を振り返り，わかったことや考えたことを自
分の言葉でまとめる
②第 2時「人口と近代」
おもな学習内容
?
?
?
○近代に入って人口が急増している様子を捉え，な
ぜ人口が急増したのかを考える
○資料から出生率が伸び続けているわけではないこ
とを読み取る
【学習課題：大正から昭和初期にかけて，なぜ出生率
は低下したのだろうか】
?
?
?
○資料から，大正時代に入って多産多死から少産少
死に移り変わっていることを読み取る
○なぜ少産少死になったのかを年表や教科書・資料
集，インターネット上の情報などを参考にして考
察し，グループごとに発表する
○女性の社会進出や乳児死亡率の低下などの事実を
知る
???
○学習を振り返り，大正時代に出生率が低下した最
大の理由について自分の考えをまとめる
③第 3時「人口と現代」
おもな学習内容
?
?
?
○長期的な人口推移のグラフから，現代の人口推移
を把握する
○現在の人口ピラミッドから， 2 度のベビーブーム
が起きたことを確認し，時代背景を理解する
【学習課題：第 2 次ベビーブームを生み出した親たち
と第 3 次ベビーブームを生み出すかもしれなかった
親たちで何が変わったのだろうか】
?
?
?
○少子化が進んだ要因を個人で考える
○インターネット上の情報を検索したり，周囲の生
徒と相談したりして，さらに要因を挙げる
○班で話し合いながら，挙げられた要因を分類し，
大きな要因だと考えられるものを 3 つに絞る
○ 3 つの中から「特に重要な要因」を 1 つ選び，選
んだ理由とともに発表する
???
○単元の学習を通して考えたことや，将来自分はど
う選択・行動するかライフプランを書く
2 ．授業実践の実際
⑴　対象：千葉大学教育学部附属中学校　 3年Ｄ組　
36名（男子17名，女子19名）
⑵　授業における生徒の様子
①第 1時「江戸時代の子育て」
絵馬の絵を読み取らせる場面では，発問が漠然とした
ものだったためか，江戸時代の百姓にとって子どもがど
んな存在だったのか十分認識できていない生徒がいた。
古文書の読み取りには積極的に取り組んでいたが，机間
指導中には史料自体がどういうものなのかを尋ねる生徒
が多かった。まとめでは，「飢饉などで生活に困ってい
たが，子どもを大切にしていた。」「子どもを大切にしな
い人もいたが，間引き防止を呼びかけるなど，子どもを
大切にする人もいた。」のように，生活の苦しさと，そ
の中でも子どもを大切にしようとする姿勢の両方に言及
する記述が多く見られた。
②第 2時「人口と近代」
近代に入ってから人口が急増していることと，大正時
代以降その増加率がやや緩やかになっていることの両方
を示すことで生徒に課題意識を持たせる指導計画であっ
たが，提示したグラフに問題があり，展開に入る前に学
習課題を把握しきれなかった生徒もいた。大正時代以降，
出生率・死亡率がともに低下傾向にある理由を考察させ
る際，生徒の情報源は，配付された年表や教科書・資料集，
インターネット上の情報と非常に多かったが，グループ
での意見交流を積極的に行いながら，資料解釈と考察に
よく取り組んでいた。まとめでは，「女性が働くように
なったこと」を出生率低下の最大の要因と捉えて記述し
ている生徒が多かった。
③第 3時「人口と現代」
人口ピラミッドを示した上で，戦後日本の歩みをスラ
イドで説明することで， 2 度のベビーブームを理解させ，
その後は「第 3 次ベビーブーム」と呼べるほどの年齢別
人口の増加が起きていないことに，生徒が気づくことが
できた。展開部分では生徒同士で話し合う時間を確保し，
既習事項や見聞きしたことなどをもとに，少子化が進ん
だ要因を俯瞰的に考察していた。表 1 は，各グループが
挙げた「特に重要な要因」である。時間の都合上，「将
来自分はどう選択・行動するか」を授業内で考えさせる
ことはできず，時間外でアンケートに記述させた。なお，
質問項目や生徒の記述内容については次項にまとめた。
表 1　各班が選んだ少子化の特に重要な要因
班 特に重要な要因
1 働く女性の増加
2 独身
3 女性の社会進出
4 経済
5 世界全体で女性の社会進出
6 仕事（共働き，多忙）
7 経済　バブル崩壊
8 結婚の価値観　未婚・晩婚
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⑶　実践後の分析
①各授業の課題と展望
第 1 時では，判読可能なくずし字を読ませたり，史料
全体の大まかな意味を説明し理解させたりすることで，
さらに積極的な思考を促すことができたと考えられる。
例えば，「童子」「十歳」「土蔵」などの生徒にも判読可
能な文字から，生徒が古文書の内容を判読文なしで予想
することも可能だと思われた。古文書が自分たちと無縁
ではない資料であることを感得することにもつながりう
る場面であり，生徒の発達段階に合わせて古文書の内容
やくずし字をどのように授業に活かしていくか，一考の
価値がある。
他方，生徒によるまとめの中には，「子どもに対する
価値観や愛情は今に通ずるところもある」という趣旨の
ものがあった。当然想定されうる認識だが，社会科の授
業という観点で見れば，これが「いつの時代も変わらな
い」という超歴史的な評価となっている点には注意して
おきたい。現代とは異なる時代の文化や考え方を知るこ
とや，それらがどのようにして変化したのかを問うこと
に歴史を学ぶ意義（の一つ）があるとすれば，現代とは
異なる子ども観や価値観が人々の取り組みによって徐々
に変容していった
0 0 0 0 0 0 0
，という観点をしっかり伝えるため，
さらなる工夫が可能だったと考えられるのである。
第 2 時では，大正期における出生率の低下を，女性を
取り巻く情勢の変化と関連づけて捉えられないかという
仮説を授業者自身が立て，それを授業化した。そのため
展開の後半では，「授業者からの意見」という形で女性の
社会進出については追加資料を配付して説明した。様々
な資料から生徒たち自身の考察を引き出しつつも，この
説明が生徒のまとめに強く影響を与えた可能性がある。
また，提示資料にはさらなる工夫の余地があった。例え
ば，「妻の世代（生まれ年）別にみた出生児数割合及び
平均出生児数」のグラフを提示したが，「妻」の生まれ年
と実際に子どもを産む年に20年近くの差があるため，読
み取りが難しいものであった。また，配付した年表につ
いては，取り上げる事象の基準をさらに明確にすること
で，生徒がより活用しやすい資料になったと考えられる。
第 3 時では，「将来自分はどう選択・行動するか」を
授業内で十分扱えなかった。生徒に将来の「選択・行動」
を考えさせるには，自分なりにどのような基準・観点を
持ちうるのか，いくつかの基準・観点のどれを軸に考え
たらよいのかということに気づかせる必要がある。
こうしたいくつかの観点を導き出すためには，（人口
という視点から見ると）私たちが歴史的にどのような位
置に立っているのか，使用した教材を掘り下げて理解を
促すことが必要だったと考える。例えば，100年後の人
口が江戸時代並にまで減少するという衝撃的な予測に注
意を向けさせることや， 2 度のベビーブームの頃の，現
在とは大きく異なる政治・経済・社会状況をより理解さ
せるために教材を精選することなどが考えられる。
さらに第 1 時において，年貢増収という領主的観点と，
子どもを大切にしたいという地域社会・家族の側の自覚
や価値観が示されたことを踏まえ，現代の少子化・人口
減少問題を考える際にそうした観点に注意を促し，国
家・社会・家族・個人等どのような観点に立って自分が
思考しているのか，生徒自身に気づかせることもできた
と考えられる。このことは，現代社会や生徒個々人の問
題を考える際に，過去の時代の社会やそこに生きた人々
の営みが手がかりになりうるのだということを生徒に気
づかせる，ということにつながっており，さらなる工夫
が必要だったと考えるものである。
②事後アンケートの質問項目と回答（一部）
※以下記述式の回答の表記は原文のママ。
1 ）あなたの性別は。
男：17人　女：19人
2 ）あなたは将来，結婚したいと思いますか。
表 2　（人）
男 女 計
はい 13 11 24
いいえ  4  7 11
　　　※無効回答 1
3 ）それはなぜですか。
○「はい」の理由
・今“家庭”で生活していて，とても楽しいし，幸せ
なので，将来も“家庭”で生活したいと思うから
・おやがしあわせそうだから
・より楽しい生活を過ごしたいから
・子どもがいる生活をしてみたい
・安定した生活を送りたい
・ 1 人で生活するには不安
・なんとなく
○「いいえ」の理由
・今考えてもあまりよくわからない
・ 1 人の方が楽
・自分の将来の夢は“独身”だからこそなしえるもの
なので，夫や子供が邪魔だから
・犬，うさぎといっしょにくらす
4 ）それは，何才ごろですか。
表 3　（人）
男 女 計
～24才 5 3  8
25～29才 5 6 11
30～34才 2 1  3
35～39才 0 0  0
40～44才 0 0  0
45才～ 0 0  0
　　　※無回答 1 ，無効回答 1
5 ）あなたは将来，子どもがほしいと思いますか。
表 4　（人）
男 女 計
はい 10 11 21
いいえ  2  0  2
　　　※無効回答 1
　　　※ 質問 2 ）で「いいえ」と回答した生徒は，「いいえ」
と回答または無回答
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6 ）それはなぜですか。
○「はい」の理由
・子どもが好きだから
・子供がどう成長していくか見たいから
・仕事を休んだりしても，子育ての楽しさを味わって
みたい
・にぎやか
・楽しそう
・親が「毎日が楽しくなった」と言っていたから
・お母さんがかっこいいと思うから
・子どもを育てる立場になると，学習とは違う学びが
出来て，自分の成長にもつながると思うから
・人口を増やすため
・日本の少子化（筆者注：「少子化の解決」か）にこ
うけんしたい
・なんとなく
○「いいえ」の理由
・時間がとられる
・さわがしそう
※質問 2 ）と 5 ）でいずれも「いいえ」としている生
徒の回答
・お金かかる
・めんどくさいから
・自分以外に命の責任は負いたくないから
・いてもいいと思うけど，大変そう
・じゃまだから
7 ）何人ほしいですか。
表 5　（人）
男 女 計
1 人 4 2  6
2 人 6 5 11
3 人 1 3  4
4 人 0 0  0
5 人以上 0 1  1
　　　※無回答 2
8 ）20年後，あなたはどのような生活を送っていると
思いますか。イメージして書きましょう。（家族構成，
住んでいる場所，仕事，趣味など）
・ 4 人家族／自分，妻，息子 2 人／東京の近く／ス
ポーツに関係すること／サッカー
・子ども 1 人～ 2 人で楽しく生活している／必死に生
きている
・千葉県内で，夫婦でくらしている／趣味を家で楽し
み続けながら，仕事も楽しんでいる
・ 1 人で楽しく／趣味を楽しめる程度でかせげれば 
良い
・結婚していて，子供もいる／仕事は少し忙しいけど
週末は家族でお出かけしたい
・アメリカで赤い屋根で白い壁ぬりの家に住んでいて，
アメリカから世界へといろんなところをとびまわっ
て仕事をしていて，親友を家に招いて楽しんだ人生
を送っていて，町の楽団に入ってトランペットを吹
いている
9 ）「人口から見る日本の歴史（全 3 時間）」の授業を受
けて，あなたが考えたことを自由に書きましょう。
・人口が減り続けていることは問題だと思った
・子どもの減少が少なくなると良いと思う
・人口減少をむしろひどくする考え方を自分は持って
しまっているが，この現状を他の人に発信していき
たいと思う
・少子高れい化の恐怖を感じた
・人口をふやさなければならない。オレがフヤス！！
・このまま少子化が進むと日本の将来を担う人がいな
くなるので少子化は止めなければいけないと思う
・女性の社会進出が人口に大きくえいきょうしている
気がしました
・少子高齢化の中で，「女性が子を産まないからだ」
と批判する人はいるけど，そのような環境を整えて
あげない人達を批判するべき
・人それぞれどうすごしてもいいと思う
・人口問題は重要だけど，結婚するしない，子供をう
む，うまないは人の自由だと思う
・人口からいろいろなことがわかりました。人口の増
加や減少にはたくさんの理由があってそういうこと
になっているということがわかりました
・歴史で人口の上下差がすごいなと思いました。また，
なぜなのかもその時代の特色がでるなと思いました
・人口の変化からその時代が読み取れるというのが驚
きでした。この他の時代はどうだったのか知りたい
です
・人口が減少していることはどの時代も問題があるん
だなと思いました
・人口は今も昔も社会と深くかかわっているなと感じ
ました
・人口が増えているときも，減っているときも問題や
課題があって，それでも，子育てに対する親のおも
いは，今に通じるところがあると思った
・昔は女性が外で働くことがなかったが，今ははたら
くことがふえ，子育ても大変な環境になったかもし
れない。昔との考えがかわってきているとわかった
・日本の人口は社会の状況などによって，どんどん変
化していて，私たちが大人になるころにはどうなっ
ているか予想もつかないなと思った。私たちが高齢
になるころにはまた人口ピラミッドが富士山型に
戻っているかな，と思った
③事後アンケートの考察
アンケート実施のねらいは，ライフプランをイメージ
させながら 3 時間の授業を振り返らせることであった。
しかし，当然のことながら14～15才の中学生にとって結
婚や出産はまだ身近な事柄ではなく，「まだ分からない」
「なんとなく」など，ライフプランニングの判断基準を
持ち得ていない様子がうかがえた。結婚したい年齢が現
在の平均初婚年齢よりやや若いことからは，生徒のイ
メージと現実とに乖離があることがわかる。質問 6 ）の
子どもがほしいと思う理由で，人口増加に言及した生徒
が 2 名いたが，質問 9 ）の回答からは，その考えが本単
元の学習によるものかどうか読み取ることはできなかっ
た。質問 3 ）や 6 ）の回答に，生徒自身の親や家族のこ
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とを書いている生徒もおり，結婚観や家族観には，親の
考え方や家庭の状況等が少なからず影響をおよぼしてい
ると考えられる。
本単元のねらいとして，生徒に歴史的な視点を持たせ，
現代の少子高齢社会やこれからの人口減少社会を考えさ
せるということがあった。質問 9 ）の回答を大別し，こ
のねらいに関わる生徒の認識を見取りたい。まず人口問
題に言及するものとしては，少子化や人口減少を問題視
するもの，人口問題を客観的に分析するもの，人生設
計の自由を主張するものがあった。学習以前から生徒が
持っていた認識なのか，学習内容に影響を受けたものか
は定かではないが，「この現状を他の人に発信していき
たい」のように，人口問題に主体的に向き合おうとする
姿勢がうかがえた回答があったことは印象的である。ま
た，歴史的な視点を踏まえて述べられた回答には，人口
の増減と時代の特色との関連についてのもの，人々の価
値観の変容についてのものがあった。これらの回答から
だけでは，歴史的事象の事実認識が現代の諸問題を考え
る際にどう作用しているかを見取ることは十分できな
かったが，第 1 時のワークシートに授業で獲得した事実
認識と現代の問題とを関連付けて記述していた生徒がい
たため，その内容をここに紹介したい。
「最初は奇妙な絵馬を見て，間引きの絵が生々しく書
かれていたので江戸時代の子どもに対する卑劣な扱いと
いうのが垣間見えたかのように思われましたが，ある一
家の家計簿を見ることで子供の成長に使われる費用が他
のものと桁違いであることから，『子どもに対する思い
やり』というものが深く感じられました。防止ポスター
であったとしても，その当時間引きをやっていた人はい
たということは事実であるので，この事実を受け止め現
代社会でも生きている私たちの幼い子供たちに対する接
し方を改めて考えてみて，思いやりをもって大切に少子
化の現代だからこそ『社会の宝物』として優しく接して
いきたいです。」
おわりに
本稿では，列島社会の人口という，通時的な考察が可
能なテーマに着目して，各時代の特色についての理解を
深めつつ，時代の流れに沿った主題学習の展開を構想し，
現代社会が抱える課題や私たち個々人の生き方を考える
際，そうした歴史的視点が大きな意味を持つということ
をいかに伝えるか模索してきた。もとより，こうした意
図に比して本単元・実践に多くの課題が残されたことは
本文で言及した通りである。今後の研究を期したい。
以下，本文で十分には言及できなかった点について，
2 ， 3 触れておきたい。
まず，実践で用いた教材について。特に第 1 時では，
江戸時代の絵馬やくずし字の古文書を直接素材として，
その内容の読み取り・考察に生徒を導いた。本実践を特
徴づける試み・成果である。歴史資料に基づいた社会の
考察，そのための歴史資料そのものの重要性を感得させ
ることにもつながるこの実践は，地域史料の保存と継承，
公文書の扱いをめぐる諸問題など，（人口問題に止まら
ない）これからの社会の課題に鑑みても，意義を有する
といえよう。
さいごに，「はじめに」でふれた「歴史総合」に関して，
本単元・実践では，世界史と日本史の結びつけという観
点についてはほとんど組み込むことができなかった。単
元構成上の問題や時間的制約にもよるが，工夫の余地も
あったと考えられるので，ここに今回の反省点としてあ
げておきたい。人口という要素は，既述のようにグロー
バル・ヒストリーを考える上での重要な論点である。今
回の作業を基礎に，今後課題として積極的に取り組んで
いく所存であることを記して擱筆する。
〔追記〕本研究は2017年度千葉大学教育学研究科「授業
研究（社会）」における共同研究の成果に基づいている。
実験的授業を実施するにあたり，附属中学校社会科の先
生方には多大なるご指導とご配慮を頂いた。記して感謝
申し上げます。
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